
・形態形成に関わる転写因子の機能解析
・高山植物のストレス耐性機構の解明

・植物の形質転換技術関連
・組み換えタンパク質を用いた酵素アッセイ系等

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 植物油脂合成、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)

■ その他の研究紹介
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植物の油脂合成

学術院理学領域
准教授

木嵜 暁子

植物油脂合成は、おもに脂肪酸合成と脂肪酸をグリセロールにとりこみトリアシルグリセロールを合成する段階
に大きくわけることができるが、前者はプラスチド内で、後者は主に小胞体で行われ、多くの酵素が関わっている。

これらの油脂合成に関わる酵素遺伝子の発現制御や、酵素の活性制御を解析することで、油脂合成の量や速
度を制御する因子を明らかにし、油脂量を増加するためのターゲットを見出す。

これまでの成果： モデル植物であるシロイヌナズナの種子において、種子成熟初期から後期にかけて強く発現
するプロモーターを開発し、これを用いて油脂合成関連酵素を発現させることで貯蔵油脂合成の増加に成功して
いる。

現在の研究： 従来油脂を貯蔵しない器官や植物において油脂合成・貯蔵させるしくみを開発中である。 現在
はイネ種子および培養細胞における油脂合成制御の仕組みを解析しており、将来的にはこれらの器官や細胞に
おいて有用な油脂を合成させることを試みている。

・特筆すべき研究ポイント：
遺伝子発現制御解析（プロモーターおよび転写因子）から、酵素活性制御解析まで、複合的に研究を進める。

・新規研究要素：
従来油脂を貯蔵しない器官や植物において油脂合成・貯蔵させるしくみ

植物における油脂合成

・植物水ストレス関連不定形タンパク質の機能研究
・新しい植物金属結合ペプチドの探索と機能研究
・ストレス耐性向上資材の開発

・アブラナ科作物
・ワサビ
・ダイコン
・辛味成分

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : アブラナ科作物、ワサビ、ダイコン、辛味成分

■ その他の研究紹介
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アブラナ科作物の辛味成分に関する研究

グリーン科学技術研究所
教授

原 正和

・ワサビやダイコンの辛味発生酵素ミロシナーゼの性質と遺伝的な背景を調査し、これらの作物を使った商品の
品質管理や分析技術を開発しています。
・最近発見した、辛味成分イソチオシアネートの植物活性化作用を応用し、植物生産を効率化します。
・イソチオシアネートの合成に関わる遺伝子の情報から、望ましい辛味成分を含む新しい品種の育成を進めます。

・特筆すべき研究ポイント：
ワサビやダイコンの辛味に関する情報の蓄積
ワサビ加工品の新しい分析技術の開発
辛味成分の新しい利用法
・新規研究要素：
ワサビ加工品の新しい分析技術（世界初）
辛味成分による植物活性化技術（世界初）
・従来技術との差別化要素・優位性：
高感度かつ高選択性
安全性と有効性を兼ね備えた新たな農業資材
・特許等出願状況：
整理番号 11037 「植物耐熱性誘導剤」
整理番号 11052 「植物生長調節剤」
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